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◆◆◆ 本年度会長方針 ◆◆◆

「和のこころをつなげよう」
例会日／毎週月曜日 12:30 〜 13:30
例会場／広島サンプラザ　TEL（082）278-5000
会　長／中井　克洋　　幹事／佐伯　敬男

会長　中井　克洋
　明けましておめでとうご
ざいます。本年もよろしく
お願いいたします。
　またみな様、お忙しいに
もかかわらず、夜間例会に
ご出席いただきまして、あ
りがとうございます。
　さて、先ほどご紹介させ
ていただきましたように、

宮内さんがわがクラブに戻って来てくれました。これ
でうちも総勢 39 名になりました。今年も昨年と同様に
脱退者なく、さらに人数が増えるように頑張っていき
たいと思います。
　ところで年末から年始にかけて感じることは何と
いっても政権交代の影響です。先の民主党時代の経
済政策は何だったのかと思うほど、総選挙の少し前か
ら一気に円安や株高となってきました。ただこのよう
にムードによって景気の雰囲気が変わるということは、
公約どおりの政策が実現しない場合にはすぐに逆の流
れになってしまう可能性もあると思います。
　ロータリークラブはもともと政治的には中立ではあ
りますが、景気や政治の流れがどうであろうと、自分
たちができることを地道にやっていくことが必要では
ないでしょうか。昨年から何度も言ってきましたが、
国家間の政治や経済関係がどのように険悪になって
も、われわれ生の人間同志が草の根レベルで、社会や
職業を通じての奉仕活動を通じて信頼関係を築き上げ
ることが、ひいては政治的経済的関係にも好影響を与
えていくと思います。それこそがわれわれロータリア

ンの大きな役割のひとつだということを感じます。
　もともと大してロータリーの活動に積極的に関わっ
てこなかった私ですが、今年度、責任ある立場にたた
せていただいて、多くの研修やさまざまな活動の機会
に恵まれたからこそ、このようなロータリーの役割が
わかってきたように思います。
　みな様には、次期久保田会長のときにもどんどん責
任のある立場で活動をしていただくことをお願いする
ことになると思います。今後ともよろしくお願い申し
上げます。

卓　話

第 763回 広島サンプラザ  2013年 1月 7日

会長時間
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幹事報告

①次回の例会について
　1月14日（月）は祝日ですので例会はありません。
　次回の例会は、1 月21日（月）　12：30 ～　広島サン
　プラザでの通常例会となります。よろしくお願いします。

②ロータリーレートの変更
　1月よりロータリーレートが 1ドル 82 円となりました。
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第 764回 広島サンプラザ  2013年 1月 21日

会長時間

ロータリー財団特別寄付および米山特別寄付にご協力
いただきました会員に表彰状、バッチの授与。

　米山功労者　4 回目　森井　紀夫 会員

　米山功労者　4 回目
　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　6 回目

河内　正晴会員

幹事報告

①国際大会について
　6 月 22 日からポルト
ガルのリスボンにて開催
される国際大会について
行程表が変更となった
地区事務局から連絡が
ありました。新しい行程
表を例会場入口のホワイ
トボードに掲示しており
ます。参加をお考えの方

は、事務局までお問い合わせください。

誕生日祝

　太田　泰宏会員	 昭和 21 年 1 月  5 日	 67 歳
　山根　達則会員	 昭和 24 年 1 月19 日	 64 歳
　寺西　芳明会員	 昭和 33 年 1 月19 日	 55 歳
　

スマイルボックス

下向　繁美	 平塩　清種	 有田　晴好
有田　伸治	 太田　泰宏	 藤木　　寛
大藤　良治	 品川　英治	 植田　敏揮
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卓　話
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第 765回 広島サンプラザ  2013年 1月 28日

会長時間

会員組織常任理事　大藤　良治 会員
　皆さんこんにちは。会
員組織常任委員の大藤で
す。
会長時間を頂きまして、
委員会を代表して会員増
強・維持の経過報告とお
願いを申し上げます。
　まず、会員増強・維持
につきまして、会員の皆

様には格別のご尽力を賜りありがとうございます。
　本年度はご承知のとおり、37 名でスタートしました。
　　年度当初、中井会長から
　　・班編成による組織的な勧誘
　　・入会のしおりを作成・配付とての勧誘
等により、純増 3 名以上を目標として取組むようご指
示がありました。
　ご指示どおり取組んできました結果、本日まで
　・河内会員のご推薦により品川会員
　・中井会長のご推薦により宮内会員
にそれぞれ入会して頂きました。
　そして先程ご紹介がありましたが、本日ゲストに今
川勝様をお迎えしております。今川様は青木会員のご
推薦により、３月に入会して頂く予定と伺っておりま
す。
　今川様に入会して頂きますと、３月現在、入会者３
名、退会者なし、会員数 40 名となります。
　40 名という数字は配付資料のとおり、2000 年 7 月
森井パスト会長年度の 42 名以来となります。
　会員皆様のご支援、ご協力に重ねて厚くお礼申し上
げます。
　本年度も残り5 ヵ月となりました。引き続き
　・職業分類表の未充填会員及び女性会員の勧誘
　・退会者を出さない
ことを重点に班単位のミーティングを行って頂きます
と同時に、入会のしおりを活用して、会員増強・維持
に一層のお力添えをお願いいたします。

※参考ですが、先週配られましたガバナー月信により
ますと、2710 地区の昨年 11 月末の会員増減は、入会
者 143 名、退会者 55 名、増員 88 名、会員数 3286 名
となっております。

幹事報告

①インターシティ・ミーティング	
　3 月 9 日（土）のインターシティ・ミーティングでホ
ストである広島東ロータリークラブから、ロータリーソ
ング「R-O-T-A-R-Y（ロータリー）」を練習して覚えて
来てほしいと依頼がありました。3 月 9 日（土）まで
例会時の歌は「R-O-T-A-R-Y（ロータリー）」とします
ので、よろしくお願いします。

②ガバナー杯親善野球大会	
　ガバナー杯親善野球大会の出欠を回覧で回しており   
　ます。未回答の方はご記入をお願いします。

1 卓　話

ロータリー理事推進日間に因んで
クラブ研修リーダー　森井　紀夫 会員

　今月の「ロータリーの友」で、田中作次 RI 会長は、
「ロータリーを知らせよう」と題して「まず知ることと
活動すること…そして知らせること」外部の人たちに
ロータリーについて知ってもらうためには、まずロータ
リアン自身がロータリーについてよく知らなければなり
ません。また、地域社会や国際社会のニーズにあった
活動を実施することも大切です。と記述されています。
そこで「ロータリーの友（1 月号 P.17~P.21）」特集・
新しいロータリーを知る」より

1. ロータリーの綱領が「ロータリーの目的」と変わり、
内容も現代的な表現に改訂されています。
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ロータリーの綱領

ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として、奉
仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各項
を鼓吹、育成することにある：

第 1	 奉仕の機会として知り合いを広めること；
第 2	 事業および専門職務の道徳的水準を高め

ること；あらゆる有用な業務は尊重される
べきであるという認識を深めること；そし
て、ロータリアン各自が業務を通じて社
会に奉仕するために、その業務を品位あ
らしめること；

第 3	 ロータリアンすべてが、その個人生活、
事業生活および社会生活に常に奉仕の理
想を適用すること；

第 4	 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務
に携わる人の世界的親交によって、国際間
の理解と親善と平和を推進すること。

新「ロータリーの目的」
　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として
奉仕の理念を激励し、これを育むことにある。具体
的には、次の各項を激励することにある；
第 1　　知り合いを広めることによって奉仕の機会

とすること；
第 2　　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕

事はすべて価値あるものと認識し、社会に
奉仕する機会としてロータリアン各自の職
業を高潔なものにすること；

第 3　　ロータリアン一人一人が、個人として、ま
た事業および社会生活において、日々、奉
仕の理念を実践すること；

第 4　　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的
ネットワークを通じて、国際理解、親善、
平和を推進すること。

付記
「ロータリーの目的」の 4 つの項目は、等しく重要
な意味を持ち、また同時に行動を起こさなければな
らないものであるということで、R1 理事会の意見
が一致した。（ロータリー章典 26.020）

2.「ロータリーの理念」である「ロータリーの目的」と「RI
戦略計画の理念」との関連を理解しやすくするための
図（下記）

ロータリーの理念

3.「RI 戦略計画の理念」
RI 戦略計画
本質（ビジョン）

　地域の人々の生活を改善したいという情熱を社
会に役立つ活動に注いでいる、献身的な人々の世
界的ネットワーク。

使命
　私たちは、他者に奉仕し、高い論理基準を推進
し、事業と専門職種、および地域社会のリーダー間
の親睦を通じて、世界理解、親善、平和を推進する。

中核的価値観
　ロータリーの「中核的価値観」は、ロータリアン
の優先事項と行動の指針となる組織の基本原則を
表すものである。これらの価値観はリーダーシップ
の意図と方向性を示す原動力となるものであるた
め、ロータリーの戦略計画において益々重要性を増
しているものである。

目的
（旧綱領）

超我の
奉仕

中核的
価値観

本質
（ビジョン）

図（シェーマ）

使 命
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奉仕
　ロータリーの奉仕活動とプログラムは、さらなる
世界理解と平和をもたらすものであると、私たちは
信じている。奉仕はロータリーの使命の中でもっと
も重要な物である。私たちは、個々のクラブの計画
と実践活動を通じて、奉仕するものに無類の喜びを
与え、組織全体に奉仕の文化を創造しているので
ある。

親睦
　個人による奉仕活動は個々のニーズに焦点を当
てるものであるが、人類に奉仕する協同活動も重要
であると、私たちは信じている。力を合わせて活動
すれば、その力は無限となり、多くのリソース（資
源）　をもたらし、人生を豊かにし、視野を広げる
ものとなる。親睦のネットワークは民族や国家といっ
たさまざまな違いを超越して寛容へと導くものであ
る。

多様性
　ロータリーは「奉仕の理念」のもとに、すべての
人々を世界的に結束させることが出来ると私たちは
信じている。私たちは、会員組織において、また、
活動や奉仕において、職業の多様性を大切にして
いる。将来の繁栄した鍵を握るのは、地域社会の
事業や専門職務を反映したクラブである。

高潔性
　私たちは、活動の結果や目標達成の過程におい
て責任を守り、また、私たちのリーダーや仲間のロー
タリアンもそうであることを期待している。私たち
は、仕事や人間関係において常に職業論理の高い
水準を固く守っている。私たちは、公平さと尊敬の
念を持ちながら人々と付き合い、私たちに託された
リソース（資源）を良心的に管理する。

リーダーシップ
　ロータリーは、さまざまな分野で指導力を発揮で
きるリーダーの世界的な集まりである。私たちは、
このようなリーダーシップの力を育むことが重要で
あり、ロータリアン各自が優れたリーダーの資源を

備えているものと信じている。ロータリアンである
私たちは、これらの「中核的価値観」を率先して実
行するリーダーである。

　
　これらの「中核的価値観」は、すべて私たちが日
常用いている「ロータリーの目的」と「四つのテス
ト」に反映されている。ロータリーの「中核的価値観」
は、人と人との関係における高潔さを養い、維持し
ていくために、「奉仕の理念」を推奨し、育むよう、
私たちを励ますものである。

　
ロータリー情報
　クラブにおけるロータリアン（クラブ奉仕）
　多くの意味でロータリアンは矛盾である。クラブの
会員資格を得るには、指導的な役職や地位になければ
ならない。
　それは定義上ロータリアンが多忙な人間であること
を意味する。しかしロータリアンは喜んで、奉仕する
時間を見つける。実業界、産業界の指導者として、ロー
タリアンは最終的な損益を見るように訓練されている。
ロータリアンは職場では典型的に「上司」だが、ロー
タリー・クラブの会合では親睦の門弟となる。
　このような一見矛盾と思われることが、ロータリー
の初日から存在してきた。

（奉仕の−世紀−国際ロータリー物語より）

スマイルボックス
中井　克洋	 大藤　良治	 河内　正晴
宮内　厚典
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活動報告
2009－2010学年度ロータリー米山奨学生　崔明福

　廿日市ロータリークラブ会員の皆様、ご家族の皆様、
新年あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろ
しくお願いいたします。
　さて、昨年私は皆様のおかげで長春大学に就職し
日本で学んだ特別支援教育に関する専門知識をはじめ
様々な貴重な経験を大学の現場で学生達に教えており
ます。廿日市ロータリークラブの皆様には心から感謝し
ております。
　長春大学に就職してからもうそろそろ一年になります。
いま、私は授業の合間に少しずつボランティア活動もして
おります。周囲の先生からは＜日本で勉強して帰ってきた
人はやはりどこかが違いますね＞などと言われます。その
度に色んなことを教えてくださいまいした廿日市ロータリー
クラブの皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。また、少
しずつではありますが、ロータリークラブの皆様から教え
ていただきました奉仕の精神を社会に返すことができて本
当に嬉しく思います。これからも初心を忘れることなく、い
つまでも頑張って行きたいと思っております。
　もし、長春に来られる機会がありましたらぜひご連絡
をくださればと思っております。

私の勤務先は長春市に所在する長春大学特殊教育学院
特殊教育学専攻科です。
最後になりますが、廿日市ロータリークラブ会員の皆様と
ご家族の皆様のご健康、ご多幸を心からお祈り致します。

2013年１月７日

　

2011学年度　ロータリー米山奨学生　呉曉麗
　新年あけましておめでとうございます。呉曉麗です。
お元気ですか？私は、今重慶の型屋に勤めています。副
総経理の秘書をやっています。
　毎日、忙しいけど、充実に生活を送っています。心配
しないでください。
　今年もよろしくお願いします。

平成 25 年 1月18 日（金）  19：30 ～ 
於：サンリブ・オアシス
< 出席者＞
　廿日市ロータリークラブ：出席なし
　ゆうほ：森田、渡辺、西川

❶ゆうほから
＜パトロール＆環境保全＞
　・日　時：1月18 日（金）　18：00 ～
　・場　所：ザ・ビッグ～ローソン～サンリブ
　・参加者：＜廿日市ロータリー クラブ＞ 　　　　　　           
  　　　　  ：＜ ゆうほ ＞　森田、渡辺、西川
～気づき～
　・ロ－ソン、異常なし。
　・ザ・ビッグで先日たばこによるボヤが発生した。中学
　　生の仕業との事。
　　公民館や地域のちょっとした死角等のパトロ－ルも、
　　他のグル－プと合同で、今後の課題にすればと思った。
　・八幡川土手川は、車からのポイ捨てなのかたばこの吸
　　い殻が目立った。
　・サンリブのゲ－ムセンタ－は、大人が多く小学生が数
　　名大人に連れられて来ていた。

＜ 防犯講習会について ＞　
　・12 月1日（土）　八幡公民館　13：30 ～
　・参加者：森田、笠井、住田、西川、船木、植村、稲田
　＊高齢者向け、防犯講習。
　＊八幡は地元ということもあり、内容がまんねりになら
　　ないように工夫した。

＜とんどまつりについて＞
　・日　　 時：1月13 日（日）10：00 ～
　・場　　所：城山中学校グランド
　・集合時間：8：30
　・参 加 者：森田、渡辺、住田、笠井、稲田、西川、
　　　　　　 船木、長
　＊前日はぜんざい用の餅つき、当日は約 400 食の豚汁を、
　　来場者のみなさんに振る舞った。
　＊地域の方々から、豚汁用の野菜の寄付があることもと
　　ても助かる。

❷廿日市ロータリークラブから

　
❸その他

2012　ゆうほ1月定例会報告書


